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公立那賀病院は、基本理念として「親しまれ、信頼され

る病院を目指す」を掲げ、職員一丸となってその実現に取

り組んでおります。地域の医療機関の先生方との緊密な医

療連携を通じて、患者様に切れ目のない医療を提供でき

るよう努めております。

がん診療における専門的医療の提供

当院は「地域がん診療連携拠点病院」に指定されており、外科系では消化器外科、泌尿

器科、呼吸器外科、乳腺外科、婦人科、皮膚科が、内科系では消化器内科、呼吸器内

科、血液内科、放射線科、臨床腫瘍科が充実しており、腹腔鏡や胸腔鏡を用いた低侵襲

手術、放射線治療や外来通院による抗がん剤治療にも積極的に取り組んでいます。

さらに、呼吸器センターに加え2025年7月に大腸肛門外科センターを新たに開設しました。

また、がん相談支援センターでは患者様やご家族への丁寧な相談支援も行っております。

脳神経外科・認知症診療

脳梗塞、脳出血、くも膜下出血などの脳血管障害に対する救急対応を行うとともに、認

知症疾患医療センターとして専門的な診療を提供しております。

幅広い内科系疾患への対応

消化管出血や感染症に加え、糖尿病や甲状腺などの内分泌疾患、さらには肥満症の最

新薬物療法にも対応しております。また、紀北地域で唯一の腎臓内科、血液内科を有する

病院として、腎疾患、血液疾患の専門的診療を担っております。

整形外科・小児科の充実

高齢化に伴い骨折や関節障害に対する治療の必要性が高まっていることから、整形外科

診療にも力を入れており、最新型のロボット支援手術装置を導入し、より精緻な手術の提

供が可能となっています。また、子育て世代が安心して生活できるよう小児科診療の充実に

も注力しております。

専門外来の拡充

和歌山県立医科大学の協力のもと、循環器内科、リウマチ科、脳神経内科、眼科、耳

鼻咽喉科の専門外来も開設しております(現時点では外来診療のみ)。

今後も、地域の医療を支える先生方とともに、住民の皆様の健康に貢献できるよう、努力

を重ねてまいります。何卒よろしくお願い申しあげます。

ご挨拶

公立那賀病院
院長 古田浩人
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１．公立那賀病院 内科のご案内
～「総合力」と「専門性」で地域医療を支えます～

公立那賀病院 内科は、「内科」という診療科名ながら、総合内科・消化器・糖尿病内分泌・感染
症の各分野における専門医が集結した、高度な専門性と総合力を兼ね備えた診療科です。患者さん
の多様な疾患に対し、各専門医が連携・協働し、シームレスで質の高い医療を提供しています。

■ 総合内科としての強み

複数の疾患を抱える高齢者や、診断のついて
いない原因不明の発熱・体重減少など、複雑な
症例に対しても多角的なアプローチが可能です。

診療においては、各分野の指導的立場にある
医師が直接関わっており、迅速かつ的確な診断
と治療を実現しています。

■ 消化器内科部門

食道・胃・腸から肝胆膵まで幅広い臓器をカバー。

2023年実績：
・上部消化管内視鏡：約1,000件
・下部消化管内視鏡：約600件

ポリープ切除や粘膜下層剥離術（ESD）などの
内視鏡治療も積極的に実施。

肝胆膵疾患に対しては、CT、ＭＲＩ、超音波検
査、ＥＲＣＰなどの検査や肝癌に対するラジオ波
焼却療法などを駆使した診療体制を整えていま
す。

■ 糖尿病・内分泌内科部門

糖尿病診療を中心に、脂質異常症や甲状腺・
副甲状腺・副腎・下垂体疾患などの内分泌疾
患全般にも専門的に対応しています。

さらに、最新のインクレチン関連薬による薬物療
法を用いた肥満症治療も実施しています。

保険適応について：
肥満症治療の薬物療法は、BMI 27kg/m²以

上で、高血圧・脂質異常・２型糖尿病のいずれ
かを有し、半年間食事・運動療法を実施しても
改善しない場合に保険適応となります。

■感染症部門

感染症専門医による、適切な抗菌薬の選択と
感染管理により、院内感染対策から市中感染
症まで幅広く対応しています。

今後も地域の皆さまと医療機関の先生方に信頼される診療科を目指し、丁寧かつ専門性の高い医療
を提供してまいります。

どうぞお気軽にご紹介・ご相談ください
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院 長院 長

医師 ご紹介

ふ る た ひ ろ と

古田 浩人
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

副 院 長 ／ 科 長副 院 長 ／ 科 長

な か の よ し お

中野 好夫
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 総合内科専門医・指導医
・日本糖尿病学会 専門医・指導医
・日本内分泌学会 専門医・指導医
・日本病態栄養学会 専門医・指導医
・日本消化器病学会 専門医

【 専 門 分 野 】 糖尿病、内分泌

【主な認定資格】 ・日本内科学会 総合内科専門医・指導医
・日本消化器病学会 専門医・指導医
・日本消化器内視鏡学会 専門医
・日本感染症学会 専門医・指導医、インフェ

クションコントロールドクター（ICD）
・日本化学療法学会 抗菌化学療法認定医・

指導医
・日本糖尿病学会 専門医・指導医
・日本呼吸器学会 専門医・指導医
・日本プライマリ・ケア学会 認定医・指導医
・日本がん治療認定医機構 がん治療認定医

【 専 門 分 野 】 一般内科

医 長医 長

う え だ し ょ う ご

上田 祥吾
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 総合内科専門医
・日本消化器病学会 専門医
・日本消化器内視鏡学会 専門医
・日本糖尿病学会 専門医
・インフェクションコントロールドクター（ICD）

【 専 門 分 野 】 一般内科

内 科

医 長医 長

や ま に し か ず き

山西 一輝
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 総合内科専門医
・日本栄養治療学会 NST医師

【 専 門 分 野 】 一般内科

医 長医 長

こ せ が わ ま み

小瀨川 真美
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 総合内科専門医
・日本糖尿病学会 専門医

【 専 門 分 野 】 一般内科

医 長医 長

ま つ も と れ い か

松本 怜佳
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 総合内科専門医
・日本糖尿病学会 専門医

【 専 門 分 野 】 一般内科

医 員医 員

た か は し た く や

高橋 拓矢
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 消化器科一般

医 員医 員

た む ら ま い こ

田村 麻衣子
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 一般内科

医 員医 員

お お に し み ほ こ

大西 美帆子
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 一般内科

医 員医 員

さ か も と よ し た か

坂本 佳隆
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 一般内科

医 員医 員

な か じ ま き ょ う す け

中島 京介
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 一般内科
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非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

医師 ご紹介

ま つ お か た か あ き

松岡 孝昭
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

た ま い ひ で ゆ き

玉井 秀幸
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 指導医
・日本糖尿病学会 専門医・指導医
・日本内分泌学会 専門医・指導医

【 所 属 ・ 役 職 】 和歌山県立医科大学
糖尿病・代謝内分泌内科 教授

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

こ ん ど う み ち

近藤 溪
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 認定内科医
・日本糖尿病学会 専門医・指導医

【 専 門 分 野 】 糖尿病

内 科

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

な か お た い せ い

中尾 大成
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 総合内科専門医・指導医
・日本糖尿病学会 専門医・指導医
・日本呼吸器学会 専門医

【 専 門 分 野 】 一般内科

【 専 門 分 野 】 糖尿病

診察日: 隔週木曜日 午前（要予約）

【主な認定資格】 ・日本内科学会 総合内科専門医・指導医
・日本消化器病学会 専門医・指導医
・日本肝臓学会 専門医・指導医
・日本消化器内視鏡学会 専門医・指導医

【 所 属 ・ 役 職 】 和歌山県立医科大学 臨床教授

【 専 門 分 野 】 消化器疾患

診察日: 毎週火曜日 午後（要予約）

診察日: 毎週金曜日 午前（要予約）

診察日: 毎週火・金曜日 午前（要予約）

日本消化器病学会 教育認定施設
日本消化器内視鏡学会 教育指導施設
日本糖尿病学会 教育認定施設
内分泌代謝・糖尿病内科領域 研修施設
日本内分泌学会 認定教育施設の連携医療施設

日本消化器病学会 教育認定施設
日本消化器内視鏡学会 教育指導施設
日本糖尿病学会 教育認定施設
内分泌代謝・糖尿病内科領域 研修施設
日本内分泌学会 認定教育施設の連携医療施設

学 会 教 育 認 定 施 設 関 係

科 長科 長

う め だ や す ふ み

梅田 恭史
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本総合健診医学会 総合健診医
・日本医師会 認定産業医

検 診 科

【 専 門 分 野 】 健診医学
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2. 公立那賀病院 呼吸器内科のご案内
～地域と連携し、呼吸器疾患に幅広く対応する専門診療体制～

公立那賀病院呼吸器内科は、紀北地域における呼吸器診療の基幹病院として、地域の開業医
の先生方と密接に連携しながら、肺癌をはじめとする呼吸器疾患全般の診断・治療に取り組んでおり
ます。

当院は日本呼吸器学会の関連施設であり、また2008年度から地域がん診療連携拠点病院として
認定されており、肺癌に対する集学的治療(化学療法・緩和ケア・他科連携)が可能な体制を整えて
おります。

■ 病診連携を重視した診療体制

当科では、安定期の患者さまは積極的にかかりつけ医へ逆紹介し、新患・急性増悪時の迅速な対応や
入院治療に注力することで、病診連携を円滑に保ち、地域全体で呼吸器疾患の診療体制を強化してい
ます。

主要検査実績：
• 気管支鏡検査：年間150～200件
• CTガイド下生検
• 胸腔鏡検査 等

■ 診断体制と検査実績

認定・施設基準：
• 日本呼吸器学会関連施設
• 地域がん診療連携拠点病院(2008年度～)

これらにより、肺癌や肺感染症をはじめとした疾
患の早期診断・早期治療に努めています。

当科では、患者さん一人ひとりの病態に応じた柔軟で専門的な診療を提供するとともに、地域医療との
密な連携を通じて、かかりつけ医の先生方とともに地域住民の健康を支える診療体制を構築しています。

呼吸器疾患に関してご相談がございましたら、ぜひお気軽にご連絡ください

EBM（科学的根拠に基づく医療）を基本としなが
らも、患者さんやご家族との対話を重視し、生活背
景や価値観に配慮した治療選択を行います。

診断初期からの緩和ケア介入にも力を入れてお
り、心身の負担軽減を図ります。

肺癌治療◉

肺感染症：PK/PD理論に基づく抗菌薬治療を
行い、短期入院での回復を目指します。

間質性肺炎・SAS：NPPV、HOT、CPAP、
HFNC、HMVなどの補助呼吸療法を駆使し、QO
L(生活の質)の向上を図ります。

COPD・喘息：吸入治療薬を中心とした標準的
治療で、多くの患者さんに良好なコントロールが得
られています。

感染症・COPD・喘息◉
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科 長科 長

医師 ご紹介

か な い く に の ぶ

金井 一修
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

医 員医 員

き た は ら だ い き

北原 大幹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 総合内科専門医
・日本呼吸器学会 専門医
・日本呼吸器内視鏡学会 専門医・指導医

【 専 門 分 野 】 呼吸器一般

【 専 門 分 野 】 呼吸器一般

医 員医 員

に し お か ず ま

西尾 和真
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 呼吸器一般

呼 吸 器 内 科

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

は や た あ つ し

早田 敦志
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 認定内科医
・日本呼吸器学会 専門医

【 専 門 分 野 】 呼吸器一般、肺がん

診察日: 金曜日 午前（要予約）

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

つ ち は し ゆ き こ

土橋 友紀子
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 認定内科医
・日本呼吸器学会 専門医
・日本呼吸器内視鏡学会 専門医・指導医

【 専 門 分 野 】 呼吸器一般

診察日: 月曜日 午前（要予約）
金曜日 午前（要予約）

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

か き た か ひ ろ

垣 貴大
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 認定内科医
・日本呼吸器学会 専門医

【 専 門 分 野 】 呼吸器一般

診察日: 木曜日 午前（要予約）

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

さ と う こ う い ち

佐藤 孝一
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 認定内科医
・日本呼吸器学会 専門医
・日本呼吸器内視鏡学会 専門医

【 専 門 分 野 】 呼吸器一般

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

う ち だ ゆ き ひ ろ

打田 幸大
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 呼吸器一般

日本呼吸器学会 教育関連施設
日本呼吸器内視鏡学会 教育認定施設
日本呼吸器学会 教育関連施設
日本呼吸器内視鏡学会 教育認定施設

学 会 教 育 認 定 施 設 関 係
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3. 公立那賀病院 血液内科のご案内
～地域に根ざした「血液の専門診療」で患者さんを支えます～

公立那賀病院 血液内科は、平成29年4月に開設されて以来、紀の川市・岩出市をはじめとする地
域の皆さまに、血液疾患に対する専門的な医療を提供しています。高齢化の進行とともに、悪性リンパ
腫、多発性骨髄腫、白血病など「血液のがん」と診断される患者さんが年々増加していますが、和歌
山県内では血液内科を標榜する医療機関が少なく、遠方の病院に通院せざるを得ない方も少なくあり
ません。

当科では、身近な地域で高い専門性をもった血液診療を提供し、患者さん・ご家族の負担を軽減で
きるよう努めております。

■ 対応疾患（主な対象）

・造血器腫瘍：
悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、白血病など

・骨髄不全症：
再生不良性貧血、骨髄異形成症候群

・出血性疾患：
特発性血小板減少性紫斑病（ITP）、血友病

・骨髄増殖性腫瘍：
真性多血症、本態性血小板血症、骨髄線維
症、慢性骨髄性白血病

・溶血性貧血 ほか

■ 主な検査・診断体制

・各種血液検査

・骨髄穿刺検査

・骨髄生検

これらの検査を通じて、早期発見と正確な診
断、適切な治療方針の立案を行っております。

■ 診療の流れと医療連携

当科では、内科受診を契機に血液疾患が疑わ
れた患者さんに対して、スムーズに専門診療へ移
行できる体制を整えております。

また、化学療法など専門的な治療も当院で対
応可能です。

一方で、骨髄移植などより高度な医療が必要な
場合は、和歌山県立医科大学附属病院など高
次医療機関と連携し、速やかな紹介を行っていま
す。

連携体制について：
診断から治療、必要時の高次紹介まで、シー

ムレスな医療連携により患者さんにとって最適な
治療環境を提供いたします。

■ 地域医療への貢献

私たちは、血液疾患を抱える患者さんが「安心し
て、身近な場所で、継続的な医療を受けられるこ
と」を大切にしています。

診断から治療、必要時の高次紹介まで、信頼あ
る地域医療の一端を担えるよう尽力しております。

患者さんのご紹介・ご相談はいつでも歓迎しております。先生方の診療の一助となれるよう、誠意をもって
対応いたします。

どうぞお気軽にご紹介・ご相談ください

9



科 長科 長

医師 ご紹介

た な か け ん

田中 顕
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

医 員医 員

さ か き あ や か

榊 絢朱
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 認定内科医
・日本血液学会 専門医・指導医

【 専 門 分 野 】 血液疾患

【 専 門 分 野 】 血液疾患

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

よ し だ き く て る

吉田 菊晃
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 血液疾患

血 液 内 科

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

む ら た し ょ う ご

村田 祥吾
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 総合内科専門医
・日本血液学会 専門医
・日本造血・免疫細胞療法学会 認定医

【 専 門 分 野 】 血液疾患

診察日: 金曜日 午前（要予約）

日本血液学会 教育施設日本血液学会 教育施設

学 会 教 育 認 定 施 設 関 係

診察日: 水曜日 午前（要予約）
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4. 公立那賀病院 腎臓内科のご案内
～地域に密着した専門的腎臓医療と血液浄化療法～

公立那賀病院 腎臓内科は、平成25年4月に開設されて以来、外来・入院診療を通じて、地域の
皆さまに対する腎疾患の専門的な医療提供に取り組んでまいりました。

近年、糖尿病関連腎臓病の増加が全国的に問題となっており、当院でもこの重要な疾患群に対応
するべく、糖尿病診療を担う内科と密に連携しながら、腎合併症に対するより専門的な治療を行ってお
ります。

■ 主な対象疾患と専門的診療

当科では以下のような幅広い腎疾患に対応し
ています。

・糖尿病関連腎臓病

・慢性糸球体腎炎、腎硬化症

・膠原病関連腎障害（全身性エリテマトーデスなど）

・全身性血管炎などの高難度腎疾患

これらの疾患に対しては、経皮的腎生検による
精密な診断を行い、個々の病態に応じた治療を
提供します。

■ 多職種連携による包括的な管理

■ 血液浄化・透析センター

平成26年10月より「血液浄化・透析センター」
を開設し、地域医療における中核的な役割を果
たしています。

病診連携について：
かかりつけ医の先生方からのご紹介により、病

診連携の一環として栄養サポートも対応可能で
す。

■ チーム医療による腎疾患診療

腎疾患・透析医療は単一診療科では完結せ
ず、多方面からの集学的管理が求められます。

当科では、看護部、臨床工学科、他診療科と
の密な連携により、あらゆる病期の腎疾患患者
さんにチーム医療を提供しています。

私たち腎臓内科は、「地域で安心して受けられる腎疾患治療」を目指し、日々診療にあたっています。
血液透析から高難度の腎疾患まで対応可能な体制を整え、地域の開業医の先生方と力を合わせた

医療連携に努めております。

患者さんのご紹介、ご相談はいつでも歓迎いたします

当科では、栄養科と連携した栄養指導も積極
的に行っており、慢性腎不全や糖尿病関連腎臓
病患者さんへの生活管理も重視しています。

対応可能な血液浄化療法：
• 維持透析（血液透析、腹膜透析）
• 緩徐持続式血液濾過透析（CHDF）
• エンドトキシン吸着療法

先進的な血液浄化療法も行っており、重症感
染症や多臓器不全にも対応可能な体制を整え
ています。
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科 長科 長

医師 ご紹介

た か つ か た い す け

高塚 泰輔
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 認定内科医
・日本腎臓学会 専門医
・日本透析学会 透析専門医
・日本透析学会 VA血管治療認定医
・日本腹膜透析医学会 認定医
・日本腎臓リハビリテーション学会 腎臓リハビ

リテーション指導士
・日本腎代替療法医療専門職推進協会 腎

代替療法医療専門指導士
・多発性嚢胞腎協会 PKD認定医

【 専 門 分 野 】 腎臓疾患

医 員医 員

お お み ち た つ や

大道 竜也
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 腎臓疾患

腎 臓 内 科

【主な認定資格】 ・日本専門医機構 認定内科専門医
・透析ﾊﾞｽｷｭﾗｰｱｸｾｽｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝ療法医学

会認定専門医･血管内治療医
・多発性嚢胞腎協会 PKD認定医

医 員医 員

い し も と も り き

石本 杜樹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 腎臓疾患

日本腎臓学会 教育施設
日本透析医学会 教育関連施設
日本腎臓学会 教育施設
日本透析医学会 教育関連施設

学 会 教 育 認 定 施 設 関 係
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5. 公立那賀病院 循環器内科のご案内
～大学派遣専門医による心疾患の専門的外来診療～

当院の循環器内科は、大学病院からの派遣専門医による外来診療を実施しています。心臓・血管
疾患に対する専門的な診断と治療方針の決定を行い、必要に応じて高度医療機関との連携により、
地域の皆様に質の高い循環器医療を提供しています。

■ 主な対象疾患

循環器疾患全般について、専門的な診療を行っ
ています。

虚血性心疾患：狭心症、心筋梗塞

心不全：急性心不全、慢性心不全

不整脈：心房細動、期外収縮、頻脈性不整脈

弁膜症：大動脈弁狭窄症、僧帽弁閉鎖不全症

高血圧症：本態性高血圧、二次性高血圧

動脈硬化：冠動脈硬化、末梢動脈疾患

心筋症：肥大型心筋症、拡張型心筋症

その他：心膜炎、大動脈疾患

■ 診療の特色

■ 検査と診断

循環器疾患の適切な診断のため、各種検査を
実施しています。

連携の流れ：
• かかりつけ医からのご紹介
• 専門的診断と治療方針の決定
• 安定期における逆紹介
• 緊急時の高度医療機関への紹介

■ 患者さまへ

地域の医療機関と連携し、循環器疾患の専門的外来診療を通じて、地域の皆様の心血管系の健康
維持に貢献してまいります。

ご紹介やご相談など、いつでもお気軽にご連絡ください

外来診療において、循環器疾患の診断と治療方
針を決定し、患者さまに最適な医療を提供します。

・専門的診断：心電図、心エコー、胸部X線による詳細

な評価

・薬物療法：病態に応じた最適な薬物治療の選択

・生活指導：食事療法、運動療法の具体的指導

・経過観察：定期的なフォローアップによる病状管理

・高度医療連携：必要時の専門施設への紹介

診療体制：
大学病院循環器内科からの派遣専門医により、

質の高い専門診療を提供しています。

より詳細な検査が必要な場合は、連携医療機
関での心臓カテーテル検査、CT・MRI検査などを
ご紹介いたします。

実施可能な検査：
• 12誘導心電図 • 心エコー検査
• ホルター心電図 • 胸部X線検査
• 血液生化学検査

・循環器疾患の疑いがある患者さまの精査
・治療方針決定後の地域医療機関との連携
・専門的治療が必要な場合の高次医療機関紹介
・定期的なフォローアップの継続

受診について：
• 外来診療のみの対応となります
• 緊急時は適切な医療機関をご紹介します
• 定期受診により継続的な管理を行います
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非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

医師 ご紹介

し お の や す つ ぐ

塩野 泰紹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 総合内科専門医
・日本循環器学会 専門医

【 専 門 分 野 】 循環器疾患

循 環 器 内 科

診察日: 木曜日 午前（要予約）

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

ふ じ た す わ こ

藤田 澄吾子
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 総合内科専門医
・日本循環器学会 専門医

【 専 門 分 野 】 循環器疾患

診察日: 火曜日 午前（要予約）

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

た け だ じ ゅ ん ぺ い

武田 惇平
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 循環器疾患

診察日: 水曜日 午前（要予約）

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

と よ だ や す あ き

豊田 康誠
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 総合内科専門医
・日本循環器学会 専門医
・日本高血圧学会 専門医

【 専 門 分 野 】 循環器疾患

診察日: 月曜日 午前（要予約）
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6. 公立那賀病院 脳神経内科のご案内
～大学派遣専門医による神経疾患の専門的外来診療～

当院の脳神経内科は、大学病院からの派遣専門医による外来診療を実施しています。脳・脊髄・
神経・筋肉の病気全般に対する専門的な診断と治療を行い、必要に応じて高度医療機関との連携
により、地域の皆様の神経機能の維持・改善を支援しています。

■ 主な対象疾患

脳神経内科疾患全般について、専門的な診療
を行っています。

変性疾患：パーキンソン病、認知症、筋萎縮性側索硬

化症

頭痛：片頭痛、緊張型頭痛、群発頭痛、二次性頭痛

てんかん：成人てんかん、けいれん性疾患

免疫性疾患：多発性硬化症、重症筋無力症、多発筋

炎

末梢神経：手根管症候群、糖尿病性神経障害、ギラ

ン・バレー症候群

認知症：認知症疾患医療センター機能による専門診療

その他：めまい、しびれ、筋力低下、歩行障害、物忘れ

■ 診療の特色

■検査と診断

脳神経内科疾患の適切な診断のため、各種検
査を実施しています。

連携の流れ：
• かかりつけ医からのご紹介
• 専門的診断と治療方針の決定
• 安定期における逆紹介
• 急性期・入院適応時の高度医療機関への紹介

■患者さまへ

地域の医療機関と連携し、脳神経内科疾患の専門的外来診療を通じて、地域の皆様の神経機能
の健康維持に貢献してまいります。

ご紹介やご相談など、いつでもお気軽にご連絡ください

外来診療において、脳神経内科疾患の診断と治
療を行い、患者さまのQOL向上に努めます。

・専門的診断：
神経学的診察、認知機能検査による詳細な評価
・薬物療法：
病態に応じた適切な薬物治療の選択・調整
・慢性疾患管理：
パーキンソン病、認知症等の継続的管理
・経過観察：
定期的なフォローアップによる病状管理
・高度医療連携：
精密検査・入院治療適応例の専門施設への紹介

診療体制：
大学病院脳神経内科からの派遣専門医により、

質の高い専門診療を提供しています。

より詳細な検査や入院治療が必要な場合は、
高次医療機関をご紹介いたします。

実施可能な検査：
• 神経学的診察・認知機能検査 • 脳波検査
• CT・MRI検査 • 髄液検査

・頭痛・めまい・しびれ等の症状精査
・物忘れ・認知機能低下の診断と治療（認知症疾
患医療センター機能）

・パーキンソン病等の神経変性疾患管理
・てんかん・けいれん性疾患の診断と治療

受診について：
• 外来診療のみの対応となります
• 入院が必要な場合は適切な医療機関をご紹介
します

• 定期受診により継続的な管理を行います

■ 紹介・連携体制

地域医療機関との密な連携により、継続的な
医療を提供しています。
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非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

医師 ご紹介

か じ も と よ し の り

梶本 賀義
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 総合内科専門医
・日本神経学会 神経内科専門医

【 専 門 分 野 】 脳神経疾患

脳 神 経 内 科

診察日: 月曜日・金曜日 午後（要予約）

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

も り

森 めぐみ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 総合内科専門医
・日本神経学会 神経内科専門医

【 専 門 分 野 】 脳神経疾患

診察日: 水曜日 午前（要予約）
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7. 公立那賀病院 リウマチ科のご案内
～大学派遣専門医によるリウマチ性疾患の専門的外来診療～

当院のリウマチ科は、大学病院からの派遣専門医による外来診療を実施しています。 関節リウマチ
をはじめとするリウマチ性疾患・膠原病に対する専門的な診断と治療を行い、必要に応じて高度医療
機関との連携により、地域の皆様の関節機能の維持・改善と生活の質の向上を支援しています。

■ 主な対象疾患

リウマチ性疾患・膠原病について、専門的な診療
を行っています。

関節リウマチ：早期診断と生物学的製剤を含む治療

膠原病： 全身性エリテマトーデス、シェーグレン症候群

血管炎症候群：巨細胞性動脈炎、高安動脈炎

筋炎：多発性筋炎、皮膚筋炎

強皮症：全身性強皮症、限局性強皮症

痛風・偽痛風：高尿酸血症、関節内結晶沈着症

その他：線維筋痛症、関節炎症候群

■ 診療の特色

■ 検査と診断

リウマチ性疾患の適切な診断のため、各種検査
を実施しています。

連携の流れ：
• かかりつけ医からのご紹介
• 専門的診断と治療方針の決定
• 安定期における逆紹介
• 専門治療時の高度医療機関への紹介

■ 患者さまへ

地域の医療機関と連携し、リウマチ性疾患の専門的外来診療を通じて、地域の皆様の関節機能と生
活の質の維持・向上に貢献してまいります。

ご紹介やご相談など、いつでもお気軽にご連絡ください

外来診療において、リウマチ性疾患の診断と治療
を行い、患者さまの関節機能維持に努めます。

・専門的診断：血液検査、画像検査による詳細な評価

・薬物療法：抗リウマチ薬、生物学的製剤による治療

・関節注射：ステロイド注射、ヒアルロン酸注射

・生活指導：関節保護、運動療法の指導

・経過観察：定期的な検査による病状管理

・高度医療連携：専門治療が必要な場合の施設紹介

診療体制：
大学病院リウマチ科からの派遣専門医により、質の

高い専門診療を提供しています。

より詳細な検査が必要な場合は、連携医療機関
でのMRI検査、関節鏡検査などをご紹介いたします。

実施可能な検査：
• リウマトイド因子、抗CCP抗体
• 抗核抗体、各種自己抗体
• 炎症反応（CRP、ESR）
• 関節X線検査
• 関節超音波検査

・関節痛・関節腫脹の原因精査
・関節リウマチの早期診断と治療導入
・膠原病疑いの患者さまの精査
・生物学的製剤適応の評価と導入

受診について：
• 外来診療のみの対応となります
• 専門的治療が必要な場合は適切な医療機関をご

紹介します
• 定期受診により継続的な管理を行います

■ 紹介・連携体制

地域医療機関との密な連携により、継続的な
医療を提供しています。
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非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

医師 ご紹介

た ば た か よ こ

田端 佳世子
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本リウマチ学会 専門医

【 専 門 分 野 】 膠原病疾患

リ ウ マ チ 科

診察日: 金曜日 午前（要予約）

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

か と う た か し

加藤 喬
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 膠原病疾患

診察日: 火曜日 午前（要予約）
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8. 公立那賀病院 小児科のご案内
～地域のこどもたちの健やかな成長を、共に支える医療連携を目指して～

当科では、14歳以下の小児の内科系疾患全般に対応し、地域の子どもたちのかかりつけ医の先生
方と連携した医療を実践しています。

以下のような幅広い疾患を対象に、診療・入院治療・検査を行い、専門性と継続性を兼ね備えた診
療体制で治療にあたっています。

■ 対応疾患と専門分野

感染症：発熱、ウイルス性疾患、細菌感染症など全般
アレルギー疾患：気管支喘息、アトピー性皮膚炎、食

物アレルギーなど
神経疾患：てんかん、熱性けいれん など
内分泌疾患：甲状腺機能異常、低身長、糖尿病など
腎・泌尿器疾患：急性・慢性腎炎、ネフローゼ、尿路

感染症、VURなど
循環器疾患：先天性心疾患、川崎病、学校心臓検

診フォローアップ
予防接種：ハイリスク児を対象に、ワクチン接種を実施

■ 小児科入院対応について

当院は、紀の川市・岩出市で唯一の小児科入
院設備を有する医療機関です。かかりつけ医の先
生方からご紹介いただいた患者様に対し、以下の
体制で対応しています。

・急性期の短期入院加療（感染症や喘息発作など）

・入院中の経過報告と、退院後の逆紹介により切れ

目ない医療を実現

重症例に対しては、和歌山県立医科大学附属
病院などの高次医療機関への適切な紹介・転院
を行っており、過去には以下のような事例に対応し
ています。

・先天性心疾患の手術適応

・膀胱尿管逆流症（VUR）の外科治療

・白血病、再生不良性貧血の専門加療

・川崎病のIVIG治療不応例 など

■ 紹介元の先生方へ

どうぞお気軽にご相談ください

公立那賀病院小児科では、地域の開業医の先
生方と連携し、子どもたちの健康を守りたいと考えま
す。

■ 専門外来スケジュール（予約制）

院内検査体制：
必要に応じて、腹部・心臓超音波検査、脳波検査

も院内で実施可能です。

時間診察日専門外来

9：00～10：00毎週火曜日小児循環器外来

午後
院内紹介のみ

毎月1回
（不定期）小児腎臓病外来

午後
院内紹介のみ

月曜日
（月2回）小児神経外来

※ご注意：
小児循環器外来は地域連携室を介しての予約が

可能です。
他は、まず、一般外来にご紹介ください。

ご紹介のお願い：
入院治療や精査が必要な症例がございましたら、

出来るだけ診療時間内にご紹介ください。

患者様の治療選択肢の一つとして、当科をご活
用いただければ幸いです。

今後とも地域の先生方と連携し、小児医療の専門的診療を通じて、地域の子どもたちの健やかな成長
を支援してまいります。
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副 院 長 ／ 診 療 部 長副 院 長 ／ 診 療 部 長

医師 ご紹介

や ま が ひ ろ の ぶ

山家 宏宣
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

科 長科 長

か ん ざ き

神﨑 さくら
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本小児科学会 専門医･指導医
・インフェクションコントロールドクター(ICD)

【 専 門 分 野 】 小児アレルギー疾患･感染症

【 専 門 分 野 】 小児科一般

医 員医 員

い と う き ょ う へ い

伊藤 恭平
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 小児科一般

小 児 科

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

す ず き た か ゆ き

鈴木 崇之
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本小児科学会 専門医

【 専 門 分 野 】 小児循環器疾患

診察日: 火曜日 午前（要予約）

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

し ま ゆ う こ

島 友子
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本小児科学会 専門医

【 専 門 分 野 】 小児腎臓病疾患

診察日: 第１水曜日 午前（要予約）

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

ま え だ ま さ の り

前田 真範
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本小児科学会 専門医

【 専 門 分 野 】 小児神経疾患

診察日: 第２月曜日 午前（要予約）

和歌山県立医科大学小児科研修医プログラム連携施設和歌山県立医科大学小児科研修医プログラム連携施設

学 会 教 育 認 定 施 設 関 係

【主な認定資格】 ・日本小児科学会 専門医

【主な認定資格】 ・日本小児科学会 専門医
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9.公立那賀病院 外科のご案内
～質の高い医療と患者さんに寄り添う治療を提供します～

当院は消化器系関連学会の認定修練施設に選ばれ指導医・専門医を擁しています。高難度手術
が可能であるだけでなく、腹腔鏡手術に対する指導者的資格である日本内視鏡外科学会技術認定
医も擁し、技術的特性をいかしながら根治性・機能温存を求めつつ身体にやさしい腹腔鏡手術も積
極的に行っています。

さらに、日本大腸肛門病学会の認定施設でもあり、下部消化管疾患の高度専門治療を提供する
体制も整っています。2025年より「大腸肛門外科センター」を新たに開設致しました。

■ 外科診療の特徴

・消化器疾患を中心に、標準的または個別化された手
術・化学療法を提供

・腹腔鏡手術を積極的に導入し、患者さんの身体的
負担軽減に努力

・大腸癌・胃癌・胆石症・ヘルニアに対し低侵襲手術を
標準とし迅速な回復を支援

・放射線科など他科と連携した集学的治療の実践
・手術から緩和ケアまで一貫した診療体制を確立

■ 大腸肛門外科センターのご紹介

完治困難な高度進行下部直腸癌に対する肛
門温存手術や拡大リンパ節郭清など、高難度の
腹腔鏡手術を施行できる和歌山県下では数少
ない施設となっています。

過去の手術により人工肛門状態で過ごされてい
る患者さんに対しても、人工肛門を修復し自然肛
門に戻し、本来のお尻の穴から排便することを可
能にする再手術も腹腔鏡下に行うことが可能な
症例もございます。

また、痔核(イボ痔)、裂肛(切れ痔)、痔瘻(あな
痔)、直腸脱など肛門周囲にお悩みのある患者さ
んの御希望にもお答えしたいと思います。

画像診断や治療のご相談など、どうぞお気軽にご連絡ください

■ 手術実績（全麻・脊麻・局麻）

2024年2023年2022年2021年2020年

365件352件362件328件427件全麻

10件3件4件12件8件脊麻

27件32件24件25件29件局麻

402件387件390件365件464件合計

個々の患者さんに対する適切な治療法についてご相談させていただきます。

対応疾患は消化器癌・胆石・虫垂炎・腸閉塞・
消化管穿孔・ヘルニア・痔疾患など

2024年は合計402件施行。確かな技術と実績に
基づく安全な手術を行っています。

内科的治療との連携：
疾患内容や病状により内科的治療が好ましい症

例もございます。その場合は内科とも相談させていた
だき対応させていただきます。
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副 院 長 / が ん セ ン タ ー 長
地 域 連 携 室 長 / 大腸肛門外科センター長

副 院 長 / が ん セ ン タ ー 長
地 域 連 携 室 長 / 大腸肛門外科センター長

医師 ご紹介

ほ っ た つ か さ

堀田 司
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本外科学会 専門医･指導医
・日本消化器外科学会 専門医･指導医、消

化器がん外科治療認定医
・日本消化器病学会 専門医･指導医
・日本消化器内視鏡学会 専門医･指導医
・日本大腸肛門病学会 専門医･指導医
・日本がん治療認定医機構 がん治療認定医
・日本内視鏡外科学会 技術認定医(消化器･

一般外科)
・手術支援ロボット(da Vinci)手術認定医
・和歌山県立医科大学医学部臨床教授

【 専 門 分 野 】 消化器外科･大腸肛門外科･腹腔鏡手術

外 科 科 長 兼 救 急 科 科 長外 科 科 長 兼 救 急 科 科 長

や ま ぞ え し ん じ

山添 真志
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 消化器外科

外 科

医 長医 長

ふ じ た よ う い ち

藤田 洋一
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本外科学会 専門医

【 専 門 分 野 】 消化器外科

医 員医 員

さ と う ま さ と し

佐藤 公俊
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本外科学会 専門医

【 専 門 分 野 】 消化器外科

日本外科学会 教育指定施設
日本消化器外科学会 教育修練（指定）施設
日本消化器病学会 教育認定施設
日本消化器内視鏡学会 教育指導施設
日本大腸肛門病学会 教育認定施設

日本外科学会 教育指定施設
日本消化器外科学会 教育修練（指定）施設
日本消化器病学会 教育認定施設
日本消化器内視鏡学会 教育指導施設
日本大腸肛門病学会 教育認定施設

学 会 教 育 認 定 施 設 関 係
【主な認定資格】 ・日本外科学会 専門医

・日本消化器外科学会 専門医･指導医
消化器がん外科治療認定医

・日本消化器病学会 専門医
・日本消化器内視鏡学会 専門医･指導医
・日本救急医学会 専門医
・日本腹部救急医学会 腹部救急認定医･教

育医
・日本航空医療学会 認定指導者
・和歌山県立医科大学救急集中治療医学講

座非常勤講師

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

さ か な か と し ひ ろ

阪中 俊博
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本外科学会 専門医
・日本消化器外科学会 専門医、消化器がん

外科治療認定医
・日本消化器病学会 専門医
・日本消化器内視鏡学会 専門医･指導医
・日本大腸肛門病学会 専門医
・日本消化管学会 胃腸科認定医
・日本ヘリコバクター学会 H.pylori(ピロリ菌)感

染症認定医
・日本がん治療認定医機構 がん治療認定医
・ロボット(da Vinci) first assistant

【 専 門 分 野 】 消化器外科
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10.公立那賀病院 乳腺外科・呼吸器外科のご案内
～地域に根ざし、安心と確かな医療を提供する専門診療～

■ 乳腺外科のご案内

日本において乳がんは女性のがん罹患数第1位
であり、40～50歳代をピークに幅広い年齢層で発
症がみられます。

当科では、女性医師による乳がん個別検診にも
対応しており、患者さんが安心して受診できる環境
を整えています。

検査・診断

・マンモグラフィ、乳腺超音波検査による画像診断
・必要に応じて細胞診・組織診を実施
・診断後は乳房MRIを活用した広がり診断と、病
理検査による詳細な治療方針決定を行います

治療体制

・手術・放射線療法・薬物療法を組み合わせた多
職種によるチーム医療

・認定薬剤師・看護師による副作用管理、心理
的ケアの実施

・患者さんとの丁寧な対話を重視し、一人ひとりに
適した治療方針の選択と提供

連携と特徴

・標準治療をベースとした安全・安心の医療提供
・臨床試験にも積極的に参加し、最新の治療にも
対応

・自覚症状がある方の早期受診のほか、がん検診
のフォローアップ先としても最適です

■ 呼吸器外科のご案内

当院では、呼吸器内科・放射線科と連携し、さ
らに和歌山県立医科大学の非常勤医師との協
力により、「呼吸器センター」として診療体制を強
化。

肺がんを中心に呼吸器疾患全般の外科治療に
対応しております。

主な対象疾患と手術

1 . 肺がん（早期～進行期）
2 . 縦隔腫瘍
3 . 気胸・膿胸などの非腫瘍性疾患

肺がんは依然として日本人のがん死亡原因の
第1位であり、早期発見・適切な外科治療が重
要です。

近年では、小型肺がんの検出率が向上しており、
外科的治療による根治が期待できます。

手術の特色

・完全鏡視下胸腔鏡手術（早期肺がん）
・胸腔鏡補助下手術（進行肺がん）を症例に応じ

て使い分け
・低侵襲かつ確実な手術を実践

患者さんへの身体的・精神的負担を最小限に
抑え、術後の回復を早める治療設計を行ってい
ます。最新の術前化学療法を組み合わせた手
術も開始いたしました。

ご相談がございましたら、どうぞお気軽にご連絡ください

◉

◉

◉

◉

◉

■ ご紹介のお願い

公立那賀病院では、地域医療の中核病院として、乳腺疾患・呼吸器疾患の早期発見と適切な専
門治療に取り組んでおります。

・検診後の精査
・自覚症状のある患者さんの早期対応
・手術や薬物治療を要する症例の診療

など、先生方の大切な患者さんにとって最良の医療を提供できる体制を整えております。

今後とも、病診連携を通じて地域の皆様の健康を支えるべく努めてまいります。
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副 院 長 ／ 呼 吸 器 ・ 胸 部 外 科 科 長
呼 吸 器 セ ン タ ー 長

副 院 長 ／ 呼 吸 器 ・ 胸 部 外 科 科 長
呼 吸 器 セ ン タ ー 長

医師 ご紹介

ひ ら い い っ せ い

平井 一成
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本外科学会 専門医
・日本呼吸器外科学会 専門医
・日本胸部外科学会 認定医
・日本乳癌学会 専門医
・肺がんCT検診認定機構 肺がんCT検診認

定医
・検診マンモグラフィ読影認定医
・インフェクションコントロールドクター(ICD)
・和歌山県立医科大学第一外科臨床教授

【 専 門 分 野 】 呼吸器外科

乳 腺 外 科 科 長乳 腺 外 科 科 長

か わ じ ま り

川路 万理
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 乳腺外科

乳 腺 ・ 呼 吸 器 ・ 胸 部 外 科

日本外科学会 教育指定施設
日本呼吸器外科学会 修練関連施設
日本胸部外科学会 教育修練施設
日本乳癌学会 教育関連施設
和歌山県立医科大学外科専門研修プログラム連携施設

日本外科学会 教育指定施設
日本呼吸器外科学会 修練関連施設
日本胸部外科学会 教育修練施設
日本乳癌学会 教育関連施設
和歌山県立医科大学外科専門研修プログラム連携施設

学 会 教 育 認 定 施 設 関 係

【主な認定資格】 ・日本外科学会 専門医
・日本乳癌学会 専門医
・日本がん治療認定医機構 がん治療認定医
・検診マンモグラフィ読影認定医
・乳がん検診超音波検査実施･判定医
・遺伝性腫瘍専門医

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

ひ ら い よ し み つ

平井 慶充
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 呼吸器外科･乳腺外科

【主な認定資格】 ・日本外科学会 専門医・指導医
・日本呼吸器外科学会 専門医
・日本乳癌学会 専門医・指導医
・日本呼吸器内視鏡学会 専門医・指導医
・胸腔鏡安全技術認定医
・日本がん治療認定医機構 がん治療認定医
・検診マンモグラフィ読影認定医
・乳がん検診超音波検査実施･判定医

診察日: 水曜日 午前（要予約）
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11.公立那賀病院 整形外科のご案内
～運動器疾患の専門的診療で、地域の健康とQOL向上を支援～

当科では、乳幼児から高齢者まで、年齢や疾患の種類を問わず幅広い整形外科疾患に対応してい
ます。 整形外科は「運動器の外科」として、骨・関節・筋・神経などの機能を改善・回復することを目
的に、専門性と総合力を兼ね備えた診療体制で治療にあたっています。

■ 幅広い疾患に対応する総合整形外科

運動器に関する症状・傷病が主な診療対象で
す。

四肢外傷：骨折、脱臼、靭帯損傷

脊椎疾患：椎間板ヘルニア、脊柱管狭窄症、脊髄損

傷

関節疾患：変形性関節症、関節リウマチ、骨壊死

炎症性疾患：化膿性関節炎、骨髄炎

手の外科：腱・神経損傷、腱鞘炎、絞扼性神経障害

小児整形：先天性股関節脱臼、ペルテス病、内反足

骨代謝疾患：骨粗鬆症、骨軟化症

スポーツ整形：膝前十字靭帯損傷、半月板損傷

骨・軟部腫瘍：良性・悪性腫瘍の診断と加療

■ 検査と治療方針

■ 診療の特色と体制

専門性の高い医師が在籍し、チームで診療にあ
たっています。

・関節外科：人工膝・股関節置換術を年間100例以

上施行

・脊椎外科：除圧術、固定術に加え、内視鏡手術に

よる低侵襲手術も導入

・手の外科：腱鞘炎、神経損傷、手指骨折などを専

門的に治療

・骨代謝疾患：高齢者に多い骨粗鬆症に対し、最新

の薬物療法を提供

・外傷治療：低侵襲手術＋早期リハビリを実践

連携体制：
• 手術適応のある症例のご紹介
• 診断や精密検査のご相談（MRI、骨密度など）
• 術後の逆紹介や継続的フォローアップの連携

今後とも地域の先生方と連携し、運動器疾患の専門的診療を通じて、地域の皆様の健康とQOL向上
を支援してまいります。

ご紹介やご相談など、いつでもお気軽にご連絡ください

保存療法（薬物、リハビリ）と手術療法を適切に
組み合わせ、患者さんごとに最適な治療を選択。

早期社会復帰と生活の質の向上を目指し、患者
さんとご家族に寄り添った医療を提供しています。

画像診断機器：
X線、CT、MRI、骨シンチなどを完備

最新技術の導入：
2024年8月よりロボティックアーム支援人工膝関節

全置換術（TKA）支援システム(VELYS)を導入。従
来に比し、より術前計画通り正確な設置が可能とな
り、さらに満足度の高い治療を提供しています。

患者様の治療選択肢の一つとして、当科をご活
用いただければ幸いです。

■ 紹介元の先生方へ

地域の開業医の先生方と連携しながら、診断・
治療・リハビリテーションまで一貫して対応しており
ます。
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副 院 長副 院 長

医師 ご紹介

く ぼ た せ い じ

窪田 誠治
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

科 長科 長

た に ぐ ち た か や

谷口 隆哉
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本整形外科学会 専門医･指導医
・日本整形外科学会 脊椎脊髄病指導医
・日本整形外科学会 認定リウマチ医
・日本整形外科学会 認定スポーツ医
・日本整形外科学会 認定運動器リハビリテー

ション医

【 専 門 分 野 】 脊椎外科

【 専 門 分 野 】 人工関節(股･膝)外科最小侵襲手術
ロボット支援下手術

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 科 長リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 科 長

に し ざ わ ゆ う す け

西澤 佑介
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 一般整形･リハビリ

整 形 外 科

医 長医 長

と も ま つ こ う い ち

友松 晃一
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本整形外科学会 専門医

【 専 門 分 野 】 関節外科

医 員医 員

ほ し の あ き ひ ろ

星野 晃廣
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本整形外科学会 専門医
・日本整形外科学会 認定リウマチ医
・日本整形外科学会 認定運動器リハビリテー

ション医
・義肢装具等適合判定医師研修会修了

【 専 門 分 野 】 整形外科一般

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

き の し た ひ ろ ふ み

木下 裕文
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本整形外科学会 専門医
・日本整形外科学会 認定リウマチ医

【 専 門 分 野 】 関節外科･骨代謝性疾患･関節リウマチ

和歌山県立医科大学整形外科専門研修プログラム連携
施設
和歌山県立医科大学整形外科専門研修プログラム連携
施設

学 会 教 育 認 定 施 設 関 係

【主な認定資格】 ・日本整形外科学会 専門医
・日本人工関節学会 認定医
・和歌山県立医科大学整形外科学講座臨床

教授

【主な認定資格】 ・日本整形外科学会 専門医
・日本スポーツ協会認定スポーツドクター
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12.公立那賀病院 産婦人科のご案内
～女性の一生に寄り添う、専門性の高い総合医療を提供します～

当院婦人科では、一般的な婦人科診療から、専門性の高い治療まで幅広く対応しています。患
者さま一人ひとりのライフステージや疾患の状態に応じて、最適な医療を提供できる体制を整えており、
女性の健康と生活の質向上を総合的にサポートしています。

■ 婦人科の特色

内視鏡手術による低侵襲治療

婦人科疾患に対しては、日本産科婦人科内視鏡学会認定研修施設として、可能な限り内視鏡による低侵襲
手術を行っています。良性腫瘍（子宮筋腫、卵巣嚢腫など）や子宮内膜症など、症例に応じて腹腔鏡手術や子
宮鏡手術を積極的に導入し、術後の回復を早め、患者さんのQOL向上に努めています。

骨盤臓器脱（POP）への柔軟な対応

高齢化社会に伴い増加する骨盤臓器脱（子宮脱、膀胱脱、直腸脱など）には、ペッサリー装着、手術（膣式、腹
腔鏡下手術など）など、複数の選択肢の中から個々の病態に応じた治療を提案しています。

婦人科がんへの対応

子宮がん、卵巣がんなどの婦人科悪性腫瘍についても、当院では手術治療に加え、必要に応じて化学療法・放
射線治療を院内外の各科と連携して実施しています。専門的な加療が必要な場合には、高次医療機関への迅
速な紹介も行っており、初期診断から治療まで一貫した対応が可能です。

性に関する悩みへの専門的対応

性の悩みや性機能障害、性行動に関するご相談には、日本性科学会認定医が対応し、カウンセリングや性治
療を実施しています。患者さまが安心して話せる環境づくりに努めておりますので、他医療機関からのご紹介にも十
分対応可能です。

■ 産科について

ご紹介をお待ちしております：
• 手術適応か悩む患者さん
• 治療方針に迷う婦人科疾患
• 他院での対応が難しい症例

今後とも地域の先生方と連携し、産婦人科の専門的診療を通じて、地域の女性の皆様の健康とQOL
向上を支援してまいります。

ご紹介やご相談など、いつでもお気軽にご連絡ください

当院産科は、現在分娩の取り扱いを休止してお
りますが、合併症を伴う妊娠や妊娠初期の管理、
ハイリスク妊娠のスクリーニング等については、引き続
き対応を行っています。

・糖尿病、高血圧、甲状腺疾患などの合併症妊娠への
管理

・早期流産、切迫流産、妊娠初期の出血・疼痛などの
急性症状への対応

・高次施設での分娩・管理が必要な場合の円滑な紹
介・連携

院内連携体制：
内科・外科・泌尿器科など他診療科との院内連携

体制が整っており、安心してご紹介いただけます。

■ 紹介医の先生方へ

公立那賀病院 婦人科・産科では、地域医療
機関の先生方との連携を重視し、紹介いただいた
患者さまには迅速かつ丁寧な対応をお約束いたし
ます。術後・加療後の逆紹介も積極的に行い、
継続的な地域医療の一助となるよう努めておりま
す。

◉

◉

◉

◉

どのようなケースでもお気軽にご相談ください。地
域の女性医療を支えるパートナーとして、今後とも
よろしくお願いいたします。
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科 長科 長

医師 ご紹介

じ つ も り し ょ う こ

實森 昇子
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本産科婦人科学会 専門医
・日本産科婦人科内視鏡学会 技術認定医

(腹腔鏡）

【 専 門 分 野 】 産婦人科一般･腹腔鏡下手術

産 婦 人 科

医 員医 員

に し た け の り

西 丈則
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 骨盤臓器脱の治療･超音波診断学･腹腔
鏡下手術･一般婦人科手術

【主な認定資格】 ・日本産科婦人科学会 専門医･指導医
・日本産科婦人科内視鏡学会 技術認定医

(腹腔鏡）
・日本女性骨盤底医学会 専門医
・Senior member of American Institute of 

Ultrasound in Medicine
・日本骨盤臓器脱手術学会理事

和歌山県立医科大学産婦人科専門研修プログラム連携
施設
和歌山県立医科大学産婦人科専門研修プログラム連携
施設

学 会 教 育 認 定 施 設 関 係
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13.公立那賀病院 脳神経外科のご案内
～高度な専門治療と緊急対応で、地域の中枢神経疾患医療を支える～

公立那賀病院 脳神経外科は、日本脳神経外科学会より専門医訓練施設として認定されており、
高度な技術と豊富な経験をもとに、安全かつ質の高い医療を提供しています。

特に、脳血管障害に対する外科手術と血管内治療の両面に対応可能なハイブリッドな診療が大き
な強みです。

■ 診療の対象疾患

当科では、脳・神経・脊髄に関する幅広い疾患
に対応しています。

・脳血管障害（脳動脈瘤、脳出血、脳梗塞、脳

動静脈奇形、もやもや病）

・脳腫瘍、頭部外傷、水頭症

・機能的疾患（三叉神経痛、顔面痙攣）

・脊髄・脊椎疾患

■ 診療体制と特色

■ 主な治療法

患者様の状態や年齢、基礎疾患などを総合的
に評価し、最適な治療法を選択します。

・脳動脈瘤クリッピング術

・脳血管バイパス術

・頚動脈内膜剥離術（CEA）

・脳動脈瘤コイル塞栓術

・頚動脈狭窄症に対するステント留置術

・rt-PA静注療法（脳梗塞急性期治療）

対応可能な症例：
• 脳卒中や外傷などの急性期患者様
• 慢性疾患の手術加療目的でのご紹介
• 精密検査を必要とする症例

今後とも、地域医療の発展のため、先生方と密接に連携し、患者様に信頼される専門性の高い医療を
提供してまいります。

どうぞお気軽にご紹介・ご相談ください

・顕微鏡、内視鏡手術を中心とした脳・脊髄疾患

の専門治療

・脳卒中・頭部外傷などの急性疾患に即応

・最適な治療法を個別に選択し、リスクを抑えなが

ら治療効果を最大化

迅速な検査体制：
・CT、3DCT、MRI、MRA
・脳血管造影、脳血流シンチ、脊髄造影

的確かつ迅速な対応をお約束いたします。

■ 紹介元の先生方へ

地域の中核病院として、スムーズな紹介・逆紹
介体制のもとで患者様の安心と信頼を第一に診
療を行っています。

■ 検査体制

診断から治療開始までのタイムロスを最小限に抑え

ることを重視しています。
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副 院 長 / 認 知 症 疾 患 医 療 セ ン タ ー 長副 院 長 / 認 知 症 疾 患 医 療 セ ン タ ー 長

医師 ご紹介

ふ じ た こ う じ

藤田 浩二
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本脳神経外科学会 専門医･指導医
・日本脳卒中学会 専門医･指導医
・日本認知症学会 専門医･指導医
・日本脳神経外科認知症学会 認定医
・日本神経内視鏡学会 技術認定医
・日本小児神経外科学会 認定医
・日本神経救急学会 認定フェロー
・日本意識障害学会 認定サポート医
・日本がん治療認定医機構 がん治療認定医
・日本救急医学学会・日本神経救急学会

認定ISLS(神経救急蘇生)コースコーディネー
ター

・日本脳神経外科救急学会 認定PNLS (脳
神経外科-救急初期診療法)コースインスト
ラクター

【 専 門 分 野 】 脳神経外科救急・認知症診療・脳腫瘍の
集学的治療

科 長科 長

ひ ら や ま か つ ひ さ

平山 勝久
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 脳血管障害

脳 神 経 外 科

医 長医 長

く り や ま え み

栗山 衣美
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本脳神経外科学会 専門医･指導医
・日本脳血管内治療学会 専門医
・日本脳卒中学会 専門医

【 専 門 分 野 】 脳神経外科一般

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

つ じ な お き

辻 直樹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本脳神経外科学会 専門医･指導医
・日本医師会認定産業医

【 専 門 分 野 】 脳神経外科一般

和歌山県立医科大学脳神経外科専門研修プログラム連
携施設
和歌山県立医科大学脳神経外科専門研修プログラム連
携施設

学 会 教 育 認 定 施 設 関 係

【主な認定資格】 ・日本脳神経外科学会 専門医･指導医
・日本脳血管内治療学会 専門医
・日本神経内視鏡学会 技術認定医
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14.公立那賀病院 泌尿器科のご案内
～幅広い疾患に対応、地域と連携した質の高い泌尿器診療～

当科では、泌尿器科領域の良性・悪性疾患、急性期・慢性疾患を問わず幅広く対応しております。
特に地域医療機関との連携を重視し、開業医の先生方からのご紹介に迅速・丁寧に対応しており、

専門性と地域密着性を両立した診療体制で患者様の治療にあたっています。

■ 対応疾患

腫瘍 ： 副腎腫瘍、腎癌、腎盂・尿管腫瘍、膀胱癌、前立腺癌、陰茎癌、精巣腫瘍

排尿障害 ： 前立腺肥大症、尿道狭窄

尿路結石 ： 腎結石、尿管結石、膀胱結石

感染症 ： 腎盂腎炎、膀胱炎、尿道炎、前立腺炎、精巣上体炎

外傷 ： 腎損傷、膀胱損傷、尿道損傷、精巣外傷

機能障害 ： 神経因性膀胱、尿失禁、過活動膀胱

先天異常 ： 水腎症、停留精巣、包茎

その他 ： 腎嚢胞、陰嚢水瘤、精液瘤、精巣捻転

ご紹介やご相談など、いつでもお気軽にご連絡ください

■ 当科の診療の特色

標準結石治療

自然排石が困難な患者さんに対しては、体外衝撃波結石破砕術（ESWL）や短期入院での経尿道的
腎・尿管結石除去術（TUL）治療を積極的に行っています。

泌尿器がんに対する集学的治療

腎癌、前立腺癌、膀胱癌、腎盂尿管癌などの悪性腫瘍に対しては、手術・放射線・化学療法を組み
合わせた集学的治療を他施設と緊密に連携して実施。

ロボット支援手術を希望される患者さんには、可能な施設への迅速な紹介も行っています。

主な悪性腫瘍治療：

• 腎癌：早期癌にはロボット支援下手術施設へ紹介、進行例には分子標的治療・免疫療法
• 前立腺癌：PSA高値に前立腺生検実施、外科・放射線・薬物治療を柔軟に選択
• 膀胱癌：経尿道的手術・BCG療法、筋層浸潤癌には膀胱全摘術を標準治療として提供
• 腎盂尿管癌：後腹膜鏡下腎尿管全摘術、進行例には最新薬物療法も併用

◉

◉

排尿障害への対応

前立腺肥大症、神経因性膀胱、過活動膀胱、尿失禁などに対し、薬物療法を中心とし、手術が必
要な症例専門施設への紹介も実施。生活の質に関わる症状にも丁寧な診療を行っています。

◉

■ 紹介元の先生方へ

泌尿器疾患においてお困りの症例がございました
ら、お気軽にご相談・ご紹介ください。

患者さまにも、紹介医の先生方にも信頼いただ
ける診療を目指し、地域医療の一翼を担ってまい
ります。

ご紹介をお待ちしております：
• 泌尿器悪性腫瘍の疑い
• 治療困難な尿路結石
• 複雑な排尿障害
• 精密検査が必要な症例
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科 長科 長

医師 ご紹介

に し か わ と お る

西川 徹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本泌尿器科学会 専門医･指導医
・日本泌尿器内視鏡･ロボティクス学会腹腔鏡

技術認定医
・手術支援ロボット(da Vinci)手術認定医

【 専 門 分 野 】 泌尿器科一般

医 長医 長

さ さ き ゆ み こ

佐々木 有見子
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 泌尿器科一般･尿路結石症

泌 尿 器 科

医 員医 員

な か え つ よ し

中江 剛
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 泌尿器科一般

和歌山県立医科大学泌尿器科専門研修プログラム連携
施設
和歌山県立医科大学泌尿器科専門研修プログラム連携
施設

学 会 教 育 認 定 施 設 関 係

【主な認定資格】 ・日本泌尿器科学会 専門医
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15.公立那賀病院 皮膚科のご案内
～地域に根ざし、幅広く専門的な皮膚疾患に対応～

当科では、乳児から高齢者まで、皮膚疾患全般に幅広く対応しています。日常的な皮膚トラブルか
ら、専門的な処置を要する疾患まで、地域の基幹病院として迅速かつ丁寧な診療を心がけています。

■ 対応疾患・治療内容

【診療対象】

・皮膚疾患全般（湿疹、皮膚炎、蕁麻疹、乾癬、感

染症、アトピー性皮膚炎など）

・皮膚腫瘍（良性・悪性）や母斑の診断と治療（必要に

応じて和歌山医大への紹介対応）

・陥入爪の外科的治療

【特殊療法】

・液体窒素による冷凍凝固療法（尋常性疣贅、老人

性疣贅）

・PUVA療法（尋常性乾癬など）

・モノクロル酢酸による治療（尋常性疣贅）

・Qスイッチルビーレーザー治療（保険診療として太田母

斑・扁平母斑などの色素性病変、自費診療として光

老化によるしみ病変）

・SADBEによる局所免疫療法（円形脱毛症）

・皮膚癌に対するモーズペースト

■ 入院対応・連携体制

帯状疱疹や重度の薬疹など、全身管理が必要
な重症皮膚疾患には入院対応を行っております。

また、腫瘍や難治性皮膚疾患については、和歌
山医大皮膚科などの高次医療機関と連携し、適
切な時期にご紹介させていただいています。

■ 地域の先生方へ

ご紹介やご相談など、いつでもお気軽にご連絡ください

当科では、患者さんの状態やご希望に応じて、適
切なタイミングでの逆紹介と診療情報の共有を心が
けています。

・軽症から専門的検査・治療が必要なケースまで対
応

・診断目的の検査依頼やセカンドオピニオンも歓迎
・他科連携、入院治療、高次医療機関への紹介

も柔軟に対応

地域医療を担う先生方と力を合わせ、患者さんに
最適な皮膚科診療を提供してまいります。

どのような段階でも、お気軽にご相談・ご紹介くだ
さい。

■ 特殊検査の実施

的確な診断のため、以下の専門的検査にも対応
しております。疑わしい症例の精査にもご活用くださ
い。

・パッチテスト（金属アレルギー・薬剤性）

・プリックテスト（即時型アレルギー）

・皮膚生検による病理組織診断

・ダーモスコピーによる色素性病変の診断

・皮膚エコー検査による皮下腫瘤や皮膚腫瘍の深達度

評価

■ 小児皮膚疾患への対応

小児の皮膚トラブルにも柔軟に対応できるよう、
学童外来枠（水曜・金曜15:00～16:00）（2回目
以降の診察から）を設けております。

高校生以下の患者さんに対応しており、学校生
活に影響を与えない時間帯での受診が可能です。
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科 長科 長

医師 ご紹介

か み な か ち か こ

上中 智香子
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本皮膚科学会 専門医・指導医
・日本皮膚科学会 美容皮膚科･レーザー指

導専門医

【 専 門 分 野 】 皮膚科一般

医 長医 長

く り も と ま な

栗本 麻奈
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 皮膚科一般

皮 膚 科

医 員医 員

あ ずま しおり

東 栞
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 皮膚科一般

和歌山県立医科大学皮膚科研修プログラム連携施設和歌山県立医科大学皮膚科研修プログラム連携施設

学 会 教 育 認 定 施 設 関 係

【主な認定資格】 ・日本皮膚科学会 専門医
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16.公立那賀病院 眼科のご案内
～大学派遣専門医による眼疾患の専門的外来診療～

当院の眼科は、大学病院からの派遣専門医による外来診療を実施しています。眼科疾患全般に対
する専門的な診断と治療を行い、必要に応じて高度医療機関との連携により、地域の皆様の視機能
の維持・改善を支援しています。

■ 主な対象疾患

眼科疾患全般について、専門的な診療を行って
います。

屈折異常： 近視、遠視、乱視

白内障： 加齢性白内障、先天性白内障

緑内障： 原発開放隅角緑内障、正常眼圧緑内障

網膜疾患： 糖尿病網膜症、網膜剥離、黄斑変性

角膜疾患： 角膜炎、角膜潰瘍、ドライアイ

結膜疾患： 結膜炎、翼状片

眼瞼疾患： 眼瞼下垂、麦粒腫、霰粒腫

その他： 飛蚊症、眼精疲労、眼外傷

■ 診療の特色

■検査と診断

眼科疾患の適切な診断のため、各種検査を実
施しています。

連携の流れ：
• かかりつけ医からのご紹介
• 専門的診断と治療方針の決定
• 安定期における逆紹介
• 手術適応時の高度医療機関への紹介

■患者さまへ

地域の医療機関と連携し、眼科疾患の専門的外来診療を通じて、地域の皆様の視機能の健康維持
に貢献してまいります。

ご紹介やご相談など、いつでもお気軽にご連絡ください

外来診療において、眼科疾患の診断と治療を行
い、患者さまの視機能維持に努めます。

・専門的診断：眼底検査、視野検査、眼圧測定による

詳細な評価

・薬物療法：点眼薬を中心とした適切な治療

・生活指導：日常生活における眼の健康管理指導

・経過観察：定期的なフォローアップによる病状管理

・高度医療連携：手術適応例の専門施設への紹介

診療体制：
大学病院眼科からの派遣専門医により、質の高い

専門診療を提供しています。

より詳細な検査や手術が必要な場合は、連携
医療機関での蛍光眼底造影、OCT検査、手術
治療などをご紹介いたします。

実施可能な検査：
• 視力・屈折検査 • 眼圧測定
• 眼底検査 • 細隙灯顕微鏡検査
• 視野検査

・視力低下や眼症状のある患者さまの精査
・糖尿病・高血圧患者さまの眼底検査
・緑内障・白内障の早期発見と管理
・手術適応例の専門施設紹介

受診について：
• 外来診療のみの対応となります
• 手術が必要な場合は適切な医療機関をご紹介

します
• 定期受診により継続的な管理を行います

■ 紹介・連携体制

地域医療機関との密な連携により、継続的な
医療を提供しています。
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17.公立那賀病院 耳鼻咽喉科のご案内
～大学派遣専門医による耳鼻咽喉疾患の専門的外来診療～

当院の耳鼻咽喉科は、大学病院からの派遣専門医による外来診療を実施しています。耳・鼻・咽
頭・喉頭疾患全般に対する専門的な診断と治療を行い、必要に応じて高度医療機関との連携により、
地域の皆様の聴覚・嗅覚・音声機能の維持・改善を支援しています。

■ 主な対象疾患

耳鼻咽喉科疾患全般について、専門的な診療
を行っています。

耳疾患： 中耳炎、外耳炎、突発性難聴、耳鳴

鼻疾患： アレルギー性鼻炎、副鼻腔炎、鼻茸

咽頭疾患： 咽頭炎、扁桃炎、咽頭異物

喉頭疾患： 喉頭炎、声帯ポリープ、音声障害

頸部疾患： 頸部リンパ節腫脹、甲状腺疾患

めまい： 良性発作性頭位めまい症、メニエール病

その他： 嗅覚・味覚障害、顔面神経麻痺

■ 診療の特色

■検査と診断

耳鼻咽喉科疾患の適切な診断のため、各種検
査を実施しています。

連携の流れ：
• かかりつけ医からのご紹介
• 専門的診断と治療方針の決定
• 安定期における逆紹介
• 手術適応時の高度医療機関への紹介

■患者さまへ

地域の医療機関と連携し、耳鼻咽喉科疾患の専門的外来診療を通じて、地域の皆様の感覚機能
の健康維持に貢献してまいります。

ご紹介やご相談など、いつでもお気軽にご連絡ください

外来診療において、耳鼻咽喉科疾患の診断と治
療を行い、患者さまのQOL向上に努めます。

専門的診断：内視鏡検査、聴力検査による詳細な評

価

薬物療法：病態に応じた適切な内服・点鼻薬治療

処置療法：鼻処置、耳処置、咽頭処置

経過観察：定期的なフォローアップによる病状管理

高度医療連携：手術適応例の専門施設への紹介

診療体制：
大学病院耳鼻咽喉科からの派遣専門医により、

質の高い専門診療を提供しています。

より詳細な検査や手術が必要な場合は、連携
医療機関でのCT・MRI検査、手術治療などをご
紹介いたします。

実施可能な検査：
• 聴力検査 • 鼓膜検査・耳鏡検査
• 鼻腔内視鏡検査 • 咽頭・喉頭内視鏡検査

・難聴・めまい・鼻づまりなどの症状精査
・アレルギー性鼻炎の診断と治療
・副鼻腔炎の保存的治療と手術適応判定
・音声障害・嚥下障害の評価

受診について：
• 外来診療のみの対応となります
• 手術が必要な場合は適切な医療機関をご紹介

します
• 定期受診により継続的な管理を行います

■ 紹介・連携体制

地域医療機関との密な連携により、継続的な
医療を提供しています。
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18.公立那賀病院 放射線科のご案内
～診断と治療の両輪で地域医療を支える専門チーム～

当科には、放射線診断専門医と治療専門医が各1名ずつ常勤しており、診断から治療まで一貫した
体制で対応しています。画像診断や放射線治療の専門的な知見を活かし、地域の開業医の先生方
や院内各科と密に連携しながら、迅速かつ的確な医療提供を心がけています。

■ 放射線科の構成と強み

診断から治療まで一貫した専門体制で地域医
療を支えています。

■ 診断部門（画像診断・IVR）

■ 治療部門（外部照射：リニアック）

・2016年導入の最新治療装置により、X線および電子

線を用いた高精度放射線治療を実施

・胸腹2点測定の呼吸モニタリングシステムを活用し、

体幹部定位放射線照射

（SBRT）にも対応（肺・肝など）

対象疾患：

・悪性腫瘍（乳がん、前立腺がん、肺がん など）

・良性疾患（例：甲状腺眼症など）

■ 紹介元の先生方へ

画像診断や治療のご相談など、どうぞお気軽にご連絡ください

・CT、MRI、RI検査の読影を毎日実施（1日約70～80件）

・地域の先生方からのご依頼による画像診断レポート

を迅速に提供

・IVR（画像下治療）にも対応：

◦ 肝細胞癌（HCC）などに対する動脈塞栓術

◦ 緊急止血を目的としたIVR

◦ 在宅医療を見据えたCVポートの留置や輸液ルート

確保など

放射線診断に加えて、患者さんのQOL向上や
安全な在宅移行に寄与する治療的IVRも積極的
に実施しています。

年間新規患者数は約70～120例と、地域に根ざし
た放射線治療を着実に提供しています。

放射線科は、診断部門と治療部門が緊密に連
携することで、患者さん一人ひとりに最適な集学的
アプローチを行っています。

・画像診断をご依頼いただいた場合、迅速な読

影とフィードバックをお約束します

・IVR・放射線治療ともに、専門的な治療が必要

とされる症例に対応可能

・治療後のフォローアップも丁寧に行い、情報共有

と連携強化を重視しています

診断精度・治療効果の両面から、地域の先生方
の医療活動を力強くサポートさせていただきます。

画像診断や治療のご相談などがございましたら、
どうぞお気軽にご連絡ください。

専門的体制：
放射線診断専門医と治療専門医が各1名ずつ常勤

画像診断や放射線治療の専門的な知見を活か
し、地域の開業医の先生方や院内各科と密に連
携しながら、迅速かつ的確な医療提供を心がけて
います。
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科 長科 長

医師 ご紹介

む ろ き と く ろ う

榁木 得郎
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本医学放射線学会 専門医・指導医
・日本医学放射線学会 診断専門医

【 専 門 分 野 】 画像診断･IVR

放 射 線 科

医 長医 長

か わ ぐ ち み わ

川口 美和
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 放射線治療

【主な認定資格】 ・日本専門医機構 認定放射線科専門医
・日本医学放射線学会 治療専門医

38



19.公立那賀病院 麻酔科のご案内
～安全・確実な周術期管理で患者さまの手術を支える～

麻酔科は、手術を受ける患者さまの安全で快適な医療の提供を使命としています。
当科では、術前・術中・術後の包括的な周術期管理を通じて、各診療科の手術をサポートし、質の

高い麻酔管理と疼痛管理により、患者さまの早期回復と社会復帰を支援しています。

■ 麻酔管理の専門分野

当科では、あらゆる外科系診療科の手術に対応
し、患者さまの状態に応じた最適な麻酔法を提供
しています。

全身麻酔・硬膜外麻酔：消化器外科、整形外科、泌

尿器科、婦人科、呼吸器外

科、乳腺外科手術

神経ブロック：四肢手術、疼痛管理

緊急手術：24時間体制での緊急麻酔対応

■ 周術期管理の特色

■ 安全管理体制と設備

患者さまの安全を最優先とした医療機器と管理
体制を整備しています。

チーム医療：
各診療科の医師、看護師、薬剤師、臨床工学技

士と連携し、患者さま中心の医療を実践しています。

今後とも各診療科と連携し、安全で質の高い麻酔管理を通じて、地域の皆様の医療に貢献してまいり
ます。

手術予定患者さまのご相談など、いつでもお気軽にご連絡ください

手術前から術後まで、患者さまの全身状態を総合
的に管理し、安全で質の高い医療を提供します。

・術前評価：麻酔前診察による詳細なリスク評価

・術中管理：最新のモニタリング機器による厳密な生体

管理

・術後管理：術後の継続的な観察とケア

・疼痛管理：術後疼痛の積極的コントロール

・合併症対応：基礎疾患を持つ患者さまへの専門的配

慮

麻酔管理体制：
麻酔科医による専門的な麻酔管理を実施し、各

診療科の手術を安全にサポートしています。

実施可能な検査：
患者さまの安全を最優先とし、適切な麻酔機器と

モニタリング装置を用いて、質の高い麻酔管理を提供
しています。

■ 他科との連携

各診療科と密接に連携し、患者さまに最適な
周術期医療を提供しています。

・術前カンファレンスでの症例検討
・病棟での術後管理連携
・救急科との緊急時対応連携

麻酔科医体制：
常勤麻酔科医により、全ての手術に専門医が立ち

会う体制を確保。緊急時にも迅速な対応が可能で
す。
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科 長科 長

医師 ご紹介

う え ま つ の ぶ ひ こ

上松 伸彦
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本麻酔科学会 専門医･指導医
・日本東洋医学会 認定医
・日本補完代替医療学会 認定補完代替医

療学識医

【 専 門 分 野 】 麻酔一般

医 員医 員

み や ざ き み ず ほ

宮崎 瑞布
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 麻酔一般

麻 酔 科

和歌山県立医科大学麻酔科専門研修プログラム連携
施設
和歌山県立医科大学麻酔科専門研修プログラム連携
施設

学 会 教 育 認 定 施 設 関 係
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20.公立那賀病院 臨床腫瘍科のご案内
～地域と連携し、がん患者さまに最善の医療を提供するために～

公立那賀病院 臨床腫瘍科では、「がんとともに生きる」を支える包括的な医療を提供しています。
当科は、がん薬物療法に特化した腫瘍内科と、患者さまの身体的・精神的苦痛を和らげる緩和ケア

を2本柱としており、地域の皆さまに安心して治療を受けていただける体制を整えています。

■ がん薬物療法：腫瘍内科による
専門的アプローチ

当科では、がん薬物療法専門医が大学病院よ
り派遣され、主に固形がんに対する最新の薬物治
療を提供しています。

■ 紹介元の先生方へ

■ 緩和ケア：がん治療を支える
もう一つの柱

がん治療に伴う身体的・精神的な苦痛には、専
門的なサポートが不可欠です。当院には、常勤の
緩和ケア担当医が在籍しており、様々な症状にき
め細かく対応いたします。

身体症状： 痛み、倦怠感、息苦しさ

生活の質： 食欲不振、不眠、日常生活の支援

精神面： つらさ、不安に対する専門的ケア

また、精神面でのつらさや不安に対しては、非常勤の
精神科医による精神腫瘍学的ケアを提供しており、患
者さまやご家族を多方面からサポートします。

連携の流れ：
• がん薬物療法適応症例のご紹介
• 精密検査のご相談
• 治療後の逆紹介や継続的フォローアップの連携
• 緩和ケアのご相談

■ チーム医療による総合的なサポート

今後とも地域の先生方と連携し、がん医療の専門的診療を通じて、地域の皆様の健康とQOL向上を
支援してまいります。

ご紹介やご相談など、いつでもお気軽にご連絡ください

地域の開業医の先生方と連携しながら、診断・
治療・緩和ケアまで一貫して対応しております。

包括的がん医療の実践：
診断から治療、緩和ケアまで、患者さま一人ひとり

に寄り添った医療を提供。がんという病気と向き合う
患者さまとご家族に、最適な治療選択肢と質の高い
ケアを提供しています。

・多職種連携：医師・薬剤師・看護師・栄養士・ソ
ーシャルワーカーが協働

・外来・入院対応：患者さまの状態に応じた柔軟な
治療提供

・家族支援：ご家族への心理的サポートも重視
・地域連携：かかりつけ医との密な連携体制

提供する薬物治療：
• 化学療法
• 分子標的治療
• 免疫チェックポイント阻害剤

がん治療は年々複雑化しており、単一の診療科
だけで完結するものではなくなっています。

当院では、臓器別診療を超えた横断的かつ職
種連携型のチーム医療を実践しており、外来治療
や入院治療においても、各診療科や薬剤師、看
護師など多職種と密に連携し、患者さまに最適な
治療を提供しています。

患者様の治療選択肢の一つとして、当科をご活
用いただければ幸いです。
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非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

医師 ご紹介

む ら か み え り こ

村上 恵理子
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 認定内科医
・日本がん治療認定医機構 がん治療認定

医
・日本臨床腫瘍学会 がん薬物療法専門医
・日本医学放射線学会 治療専門医

【 専 門 分 野 】 放射線治療

臨 床 腫 瘍 科

診察日: 金曜日 午前（要予約）
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21.公立那賀病院 認知症疾患医療センター
受診には「かかりつけ医」からの紹介・予約取得が必要です

当院は平成31年4月1日に和歌山県から認知症疾患医療センターの指定を受け、認知症の相談・
鑑別診断を中心に、地域の医療機関との連携により認知症患者様とご家族への支援を行っております。

早期発見・早期治療により、患者様の生活の質の維持・向上を目指しています。

・鑑別診断：認知症専門医による詳細な診断

・相談対応：認知症看護認定看護師による専門相談

・地域連携：かかりつけ医との密接な連携体制

・早期治療導入：適切な治療方針の決定と開始

・継続支援：診断後のかかりつけ医への逆紹介

■ 対象となる患者様

以下のような症状でお困りの患者様がいらっしゃいま
したら、ぜひご相談・ご紹介ください。

■ ご紹介時のお願い

地域の医療機関の皆様との連携により、認知症患者様とご家族が安心して生活できるよう、包括的な
支援を提供してまいります。

認知症でお困りの患者様がいらっしゃいましたら
お気軽にご相談・ご紹介ください

事前相談（任意）

診察予約
受診には診療情報提供書と問診票が必要です

受診

事前面談・検査
看護師による面談・簡易認知検査を実施

専門医診察
認知症専門医による詳細な診察・検査

結果報告・逆紹介
診断結果をお返事し、継続治療をお願いします

診療体制：
診察日：毎週水曜日・木曜日・金曜日（午前中・予

約制）
担当医：認知症専門医
相談員：認知症看護認定看護師等

・もの忘れが目立つようになった

・日常生活に支障をきたしている

・認知症の疑いがあるが診断に迷っている

・認知症の種類や進行度の詳細な評価

・適切な治療方針について相談したい

■ センターの役割・機能 ■ ご紹介の流れ

必要書類：
• 診療情報提供書

・入院治療が必要な場合は他院紹介も含めて
対応いたします

・継続治療が必要な場合は逆紹介をいたします

専用ダイヤル ： 0736-79-3310 受付時間 ： 平日 月～金曜日 9:00～17:00
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副 院 長 / 認 知 症 疾 患 医 療 セ ン タ ー 長副 院 長 / 認 知 症 疾 患 医 療 セ ン タ ー 長

医師 ご紹介

ふ じ た こ う じ

藤田 浩二
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本脳神経外科学会 専門医･指導医
・日本脳卒中学会 専門医･指導医
・日本認知症学会 専門医･指導医
・日本脳神経外科認知症学会 認定医
・日本神経内視鏡学会 技術認定医
・日本小児神経外科学会 認定医
・日本神経救急学会 認定フェロー
・日本意識障害学会 認定サポート医
・日本がん治療認定医機構 がん治療認定医
・日本救急医学学会・日本神経救急学会

認定ISLS(神経救急蘇生)コースコーディネー
ター

・日本脳神経外科救急学会 認定PNLS (脳
神経外科-救急初期診療法)コースインスト
ラクター

【 専 門 分 野 】 脳神経外科救急・認知症診療・脳腫瘍の
集学的治療

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

ま え し ま し ん い ち ろ う

前島 伸一郎
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【 専 門 分 野 】 認知症

認 知 症 疾 患 医 療 セ ン タ ー

非 常 勤 医 師非 常 勤 医 師

も り

森 めぐみ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【主な認定資格】 ・日本内科学会 総合内科専門医
・日本神経学会 神経内科専門医

【 専 門 分 野 】 脳神経疾患

診察日: 木曜日 午前（要予約）

診察日: 水曜日 午前（要予約）

【主な認定資格】 ・日本リハビリテーション医学会 専門医・指導
医

診察日: 金曜日 午前（要予約）
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